























　前期 6 月下旬から 7 月上旬の 3 週間に本学および本学の関連施設（東明学林）3 を用いて実施してい
る。SSIP2018 は 2018 年 6 月 19 日から 7 月 9 日まで実施した。
2-2　参加学生
　参加学生数は年によって異なるが，外国人学生 15 名前後，本学の学部学生 40 名前後（聴講生を除
く）からなる。外国人学生は，協定大学内で選抜された代表学生ならびに外部企業等の支援を受けて
本学が招待する学生で，北米出身者とその他地域（主にアジア）の人数のバランスを考慮して募集し
ている。参加者は外国人学生も含めて全員が女性である。SSIP2018 では，外国人学生 13 名，日本




















　Japan Studies，Cross-cultural Workshop いずれの科目についても本プログラム担当の 1 名の専
任教員がコーディネータとしてプログラム企画から実施，成績評価までを受け持っている。運営の実
務については，本学教学支援センター国際交流課職員が担当する。




施に携わっている。SSIP2018 には，ハーバード大学生 2 名，本学学生 2 名がインターンとして参加
した。
表 1　SSIP2018 Japan Studies　概要
Lecture Topics Experiences ／ Activities
Japanese Film Film viewing (Tokyo Story)
Japanese Pop Culture Ghibli Museum
Business Project Article writing for Locobee MAG




Tea Ceremony Tea Ceremony
Kabuki Kabuki Performance at National Theatre
Yukata Yukata Experience
Lecture on Paris Convention and Global Environmental Problems
Lecture on Japanese Women
















































　本調査では，SSIP2018 に参加した外国人学生 13 名のうち 7 名に対して，半構造化インタビュー
を実施した8。調査対象者はできるだけ異なる国籍，異なる出身大学から選んだ。調査対象者の国籍，
学年，これまでの海外経験などの属性は表 2 の通りである。
表 2　本調査におけるインタビュー対象者 7 名の属性
学生 出身 学年 海外経験の有無
A 北米 3 年 日本への旅行経験あり。
B 東アジア 修士 1 年 なし
C 北米 1 年 なし
D 東南アジア 1 年 タイ，ベトナムなどへの旅行経験あり。一人で海外に出るのは初めて。
E 東南アジア 4 年 米国生まれで幼少期に母国に戻る。大学の研修で東南アジアを中心に複数回渡航経験あり。日本は初めて。
F 北中米 2 年 中米生まれで幼少期に米国に移住。高校で南米などを数回訪問した。両親とはクレオール語で会話する。
G 東南アジア 3 年 なし
─（68）─
　インタビューは，3 週間のプログラム終了前後の時期（7 月 6 日，7 月 7 日，7 月 9 日）に実施した。1






























　プログラムを通じて自分の中でポジティブな変化があったと回答した学生は 7 名中 6 名であった。
















































の場面で日本について学んだと回答する学生もあった（学生 C，D）。本プログラムでは，毎日 3 コマ




















































査の範囲では，ある程度だれとでも友達になれると答えた学生が 2 名（学生 E，G），内向的で友人を





















　友人関係の構築に関して，とくに Cross-cultural Workshop での活動を挙げる学生が 5 名と多か























































































































































































































6　例えば Paige et al.（2009），Chieffo & Griffiths（2004），McKeown（2009）など。
7　日本においては，日本学生支援機構（2018）を参照。これによれば，2016 年度の 3 か月未満の短期プログラ
─（78）─
ムの参加人数は，協定等に基づく留学と協定等に基づかない留学の合計で 69,214 人となっている。これは 5 年
前である 2011 年度（35,629 人）と比較すると 94.3% の増加率である。また米国においては，Institute of 
International Education, Open doors（2017）を参照。これによれば，2015-16 年の 8 週間以内の短期プログラム
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